
や　　　ま　　　ぐ　　　ち（1）　令和８年10月１日 第３３３号

　建設山口
（山口県建設労働組合）

〒753-0815　山口市維新公園2-1-10
電話　083-925-2277

編集発行　熊　谷　龍　夫
定価　20 円

http://www.kensetsu-yamaguchi.com　info@kensetsu-yamaguchi.com

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

活
用
く
だ
さ
い

　

中
建
国
保
・
労
災
・

共
済
の
情
報
は
組
合
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ス
マ

ホ
に
も
対
応
）
で
も
見

ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

上
位
５
人
が
全
国
大
会
へ

上
位
５
人
が
全
国
大
会
へ

新
競
技
課
題
に
挑
戦

新
競
技
課
題
に
挑
戦
第 4 2 回 技 能
競 技 大 会

　

８
月
２
日
、
建
設
山
口

本
部
会
館
を
会
場
に
、
９

支
部
16
人
（
青
年
の
部
８

人
・
一
般
の
部
８
人
）
の

参
加
で
第
42
回
建
設
山
口

技
能
競
技
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

競
技
課
題
は
「
四
方
転

び
踏
み
台
の
作
製
」
及
び

「
現
寸
図
の
作
成
」
を
６

時
間
で
完
成
さ
せ
る
も
の

で
す
。
今
年
度
か
ら
、
競

技
課
題
の
変
更
が
あ
り
、

新
た
な
挑
戦
と
な
り
ま
す
。 　

は
じ
め
に
橋
本
副
委

員
長
、
瀧
口
技
対
部
長
、

山
根
青
年
副
部
長
の
あ

い
さ
つ
。
そ
の
後
、
競

技
委
員
か
ら
課
題
の
説

明
を
受
け
た
あ
と
、
参

加
者
は
現
寸
図
作
成
か

ら
加
工
組
立
ま
で
の
競

技
に
入
り
ま
し
た
。

　

９
時
、
開
始
の
合
図
と

と
も
に
競
技
が
始
ま
り
、

現
寸
図
の
作
成
に
取
り
掛

か
り
ま
す
。
早
い
人
で
は

40
分
程
度
で
書
き
上
げ
る

な
ど
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
部
材
の
木
削

り
か
ら
墨
つ
け
、
組
立
て

加
工
へ
。
昼
食
休
憩
を
挟

み
、
午
後
３
時
45
分
ま
で

の
６
時
間
、
競
技
は
続
き

ま
し
た
。

　

競
技
委
員
の
審
査
が
行

わ
れ
、
結
果
は
金
賞
に
黒

瀬
規
公
さ
ん
（
柳
井
・
35
）、

銀
賞
に
柴
本
羊
次
朗
さ
ん

（
山
口
・
35
）、
銅
賞
に
原

田
渉
さ
ん
（
柳
井
・
27
）、

４
位
に
稗
田
克
男
さ
ん

（
山
口
・
22
）、
５
位
に
田

仲
剛
さ
ん
（
岩
国
・
20
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
の
部（
37
歳
以
上
）

１
位
は
猶
真
一
郎
さ
ん

（
美
祢
）
が
獲
得
。
𦿷
前

技
対
部
長
を
は
じ
め
、
８

人
が
参
加
し
大
会
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

◇
◇
◇　

◇
◇
◇

　

こ
の
技
能
競
技
大
会
は

伝
統
工
法
の
維
持
継
承
、

後
継
者
育
成
を
目
的
と
し

て
毎
年
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
全
建
総
連
の
全
国
青

年
技
能
競
技
大
会
の
予
選

を
兼
ね
て
お
り
、
満
36
歳

以
下
の
上
位
入
賞
者
が
全

国
大
会
に
進
む
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

建
設
山
口
は
過
去
の
全

国
大
会
に
お
い
て
、
輝
か

し
い
実
績
を
残
し
て
い
る

と
同
時
に
第
１
回
の
開
催

か
ら
連
続
出
場
を
続
け
て

い
ま
す
。
兵
庫
県
姫
路
市

「
ア
ク
リ
エ
ひ
め
じ
」
で

開
催
さ
れ
る
第
42
回
全
建

総
連
全
国
青
年
技
能
競
技

大
会
に
、
上
位
入
賞
者
の

５
人
が
挑
む
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
全
国
大
会
の
詳

細
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。

金賞の黒瀬さん

全国へ挑む上位入賞者

ハガキ要請行動
ご協力ください

　

組
合
員
や
家
族
の
皆
さ

ん
に
毎
年
お
願
い
し
て
い

ま
す
「
国
庫
補
助
金
獲
得

の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
」
は
、

中
建
国
保
の
安
定
運
営
に

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
で
、
全
建
総
連
傘
下

の
組
合
が
一
斉
に
取
り
組

む
大
切
な
運
動
で
す
。

　

こ
の
運
動
は
１
９
７
０

年
８
月
建
設
国
保
を
設
立

し
た
翌
月
か
ら
の
歴
史
的

運
動
で
、
当
時
脆
弱
な
国

保
組
合
の
補
助
金
を
１
億

円
か
ら
９
億
円
に
増
額
、

そ
れ
以
降
も
前
年
を
上
回

る
補
助
金
を
確
保
し
、

１
９
７
８
年
に
は
法
律
で

定
め
ら
れ
た
一
定
の
補
助

制
度
を
創
設
さ
せ
、
現
在

の
補
助
制
度
の
基
礎
を
築

く
、
大
切
な
運
動
と
し
て

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

ハ
ガ
キ
要
請
行
動
は
夏

と
冬
の
２
回
、
毎
年
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
夏
も
組

織
人
員
の
２
倍
を
目
標
に

取
り
組
み
、
全
体
で
目
標

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

現
在
、
組
合
員
の
皆
さ

ん
に
冬
の
ハ
ガ
キ
要
請
行

動
を
お
願
い
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

 

夏
の
要
請
行
動
に
引
き

続
き
、
こ
の
冬
の
要
請
行

動
へ
の
皆
さ
ん
の
御
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

中
建
国
保

　

原
爆
投
下
で
犠
牲
と

な
っ
た
建
設
労
働
者
・

職
人
の
御
霊
へ
の
慰
霊

祭
が
８
月
５
日
に
広
島
、

８
月
８
日
に
長
崎
で
そ

祭
に
は
、
山

田
書
記
長
、
主
婦
の
会

か
ら
会
長
の
藤
永
恵
子

さ
ん
（
吉
南
）
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

広
島
の
平
和
記
念
公

園
内
「
原
爆
犠
牲
建
設

労
働
者
・
職
人
の
碑
」

前
で
開
催
さ
れ
た
慰
霊

祭
に
は
、
全
国
か
ら
33

県
連
・
組
合
か
ら
１
６
１

人
が
参
列
。
原
爆
犠
牲

者
の
御
霊
を
慰
め
る
た

め
、
各
組
合
の
代
表
の

手
に
よ
っ
て
56
ヶ
所
の

名
水
を
献
水
し
、
約

12
万
羽
の
折
鶴
が
献
納

さ
れ
ま
し
た
。

　

建
設
山
口
か
ら
は
、

主
婦
の
会
で
集
約
し
た

折
鶴
５
０
５
０
羽
を
献

納
し
、
山
口
市
の
名
水

「
龍
の
涙
」
を
献
水
し
ま

し
た
。

れ
ぞ
れ
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

建
設
山
口

か
ら
は
、
広

島
の
慰
霊
祭

に
荒
木
委
員

長
、
主
婦
の

会
か
ら
副
会

長
の
吉
安
美

穂
さ
ん
（
徳

山
）
が
参
加
。

長
崎
の
慰
霊

折鶴と名水を献納
〈広島・長崎〉慰霊祭へ参加

吉安さんが折鶴を献納（広島）

　皆さんに毎月納めていただ
く保険料は、皆さんが病気や
けがをしたときの医療費や、
償還金・傷病手当金・出産育
児一時金・葬祭費など保険給
付の費用、また組合員と家族

の健康管理と健康の保持増進
をすすめるための健康診断な
ど、様々な保険事業にあてる
大切な財源です。
　保険料はみんなで負担する
ものですから、保険料の納入

が遅れる方がいると、中建国
保の財政運営に大きく影響し
ます。
　保険料はきちんと、決めら
れた日までに納めるようお願
いします。

保険料は
決められた日までに
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賃
金
単
価
の
引
き
上
げ
へ

賃
金
単
価
の
引
き
上
げ
へ

全
国
の
仲
間
と
団
結

全
国
の
仲
間
と
団
結

　

７
月
８
日
、
東
京
・

ニ
ッ
シ
ョ
ウ
ホ
―
ル
で

全
建
総
連
主
催
「
７・８

賃
金
・
単
価
引
き
上
げ
、

予
算
要
求
中
央
総
決
起

大
会
」
が
開
催
さ
れ
、

全
国
46
県
連
・
組
合
か

ら
１
０
４
０
人
が
参
加

し
、
建
設
山
口
か
ら
は

荒
木
委
員
長
を
先
頭
に
、

９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
主
催
者
を
代

表
し
鈴
木
中
央
執
行
委
員

長
が
あ
い
さ
つ
。
荒
木
中

央
副
委
員
長
が
交
渉
団
を

代
表
し
て
決
意
表
明
を
行

い
、
各
省
庁
要
請
に
出
発
。

続
い
て
、
来
賓
あ
い
さ
つ

と
し
て
各
政
党
の
代
表
か

ら
激
励
の
言
葉
を
受
け
ま

　

中
国
地
協
青
年
部
交
流

集
会
が
建
設
山
口
の
引
き

受
け
で
、
７
月
11
～
12
日

の
２
日
間
、山
口
市
の「
か

め
福
オ
ン
プ
レ
イ
ス
」
を

会
場
に
、
４
県
連
・
組
合

35
人
の
参
加
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

始
め
に
地
元
青
年
部
長

と
し
て
生
田
青
年
部
長
が

「
よ
う
こ
そ
山
口
へ
。
こ

の
交
流
集
会
は
山
口
の
こ

と
、
組
合
の
こ
と
を
勉
強

で
き
る
貴
重
な
機
会
。
よ

り
一
層
、
中
国
地
協
青
年

部
の
結
束
を
強
め
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
。

 

基
本
組
合
役
員
の
あ
い

さ
つ
の
後
、
全
建
総
連
の

小
縣
全
国
青
協
総
務
か
ら

「
全
国
各
県
連
青
年
部
の

取
組
や
活
動
事
例
」
と
題

し
た
講
演
を
受
け
ま
し
た
。

講
演
後
に
は
10
以
上
も
の

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
参

加
者
の
関
心
の
高
さ
が
う

か
が
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
５
つ
の
分
散

会
に
分
か
れ

て
、
近
年
の

課
題
で
あ
る

資
材
高
騰
・

人
手
不
足
・

仕
事
受
注
の

努
力
・
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
等
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
全
体
会
議
で

分
散
会
報
告
を
行
っ
た
後
、

中
国
地
協
統
一
行
動
と
し

て
、
維
新
公
園
周
辺
の
清

掃
活
動
を
実
施
し
、
交
流

を
深
め
ま
し
た
。
最
後
は

ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
で
締
め

く
く
り
、
充
実
し
た
交
流

集
会
と
な
り
ま
し
た
。

し
た
。

　

全
建
総
連
の
小
倉
書
記

長
か
ら
基
調
報
告
の
あ
と
、

大
会
決
議
（
案
）
を
満
場

の
拍
手
で
採
択
。

　
「
建
設
国
保
育
成
・
強

化
」「
賃
金
・
単
価
大
幅

引
き
上
げ
」
と
訴
え
る
プ

ラ
カ
ー
ド
ア
ク
シ
ョ
ン
を

行
い
予
算
確
保
に
向
け
た

決
意
を
高
め
ま
し
た
。

◇
◇
◇　

◇
◇
◇

　

７
月
24
日
に
は
全
建
総

連
主
催
の
予
算
要
求
中
央

行
動
を
開
催
。
全
国
38
県

連
・
組
合
か
ら
１
６
８
人

が
参
加
。
建
設
山
口
か
ら

は
荒
木
委
員
長
他
３
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

賃
金
・
単
価
の
引
き
上

げ
、
建
設
国
保
の
育
成
・

強
化
、
担
い
手
確
保
・
育

成
を
は
じ
め
と
し
た
来
年

度
予
算
要
求
の
た
め
、
各

省
庁
、
地
元
国
会
議
員
要

請
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

北
村
経
夫
参
議
院
議
員
、

吉
田
真
次
衆
議
院
議
員
、

俵
田
祐
児
衆
議
院
議
員
に

は
ご
本
人
に
直
接
お
会
い

し
て
要
請
書
を
手
渡
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

要
求
実
現
の
た
め
に
は

予
算
確
保
は
必
要
不
可
欠

で
す
。
今
年
も
建
設
山
口

は
全
国
の
仲
間
と
団
結
し

て
、
予
算
要
求
運
動
に
全

力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
の
中
建
国

保
の
健
康
診
査
事
業
は
、

全
て
の
組
合
員
と
20
歳
以

上
の
家
族
被
保
険
者
を
対

象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

年
齢
に
よ
っ
て
、
特
定

健
診
と
一
般
健
診
に
分
か

れ
ま
す
が
、
健
診
内
容
は

同
じ
で
す
。
健
診
内
容
は
、

　

９
月
１
日
、
山
口
市
の

「
か
め
福
オ
ン
プ
レ
イ
ス
」

に
て
16
支
部
58
人
の
参
加

で
各
支
部
書
記
長
事
務
担

当
者
会
議
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

初
め
に
、
全
建
総
連
の

竹
谷
組
織
部
長
を
講
師
に

迎
え
、「
２
０
２
６
春
の

拡
大
月
間
総
括
と
組
織
の

未
来
を
か
け
た
“
秋
へ
の

挑
戦
”」
と
題
し
た
講
演

を
受
け
ま
し
た
。

　

全
建
総
連
の
組
織
形
態

は
全
国
53
県
連
・
組
合
で

約
58
万
人
の
組
織
数
が
あ

り
、
支
部
・
分
会
の
数
は

約
３
２
０
０
０
、
事
務
員

数
は
約
３
０
０
０
人
に
も

な
る
大
き
な
組
織
で
あ
る

こ
と
を
説
明
。
今
年
の
秋

の
拡
大
月
間
に
向
け
て
は

①
訪
問
行
動
の
実
施
②
繋

が
り
と
信
頼
の
強
化
③
努

力
目
標
で
は
な
く
必
達
目

標
と
位
置
づ
け
る
、
三
本

柱
を
提
示
。
具
体
的
な
行

動
指
針
と
し
て
「
９
つ
の

目
標
と
37
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
」
を
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
伝
え
る
」

と
「
伝
わ
る
」
こ
と
は
違

う
と
し
て
、組
合
員
に「
伝

わ
る
」
運
動
を
展
開
し
、

信
頼
を
強
固
に
す
る
こ
と

が
必
要
。
建
設
山
口
の
皆

さ
ん
な
ら
必
ず
で
き
る
。

と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う

と
約
１
時
間
の
講
演
を
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
特
定
健
診
の

受
診
率
向
上
に
向
け
た
取

り
組
み
と
し
て
、
山
口
県

建
設
技
能
者
健
康
確
保
補

助
金
の
活
用
状
況
と
受
診

率
に
つ
い
て
の
確
認
や
来

年
度
の
受
診
率
向
上
に
向

け
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

全
体
で
組
織
拡
大
・
強

化
に
む
け
た
意
思
統
一
を

図
り
、
会
議
を
終
了
し
ま

し
た
。

①
基
本
健
診
②
胸
部
直
接

レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
③
が
ん

検
診
を
セ
ッ
ト
に
し
て

１
万
２
０
０
０
円
ま
で
中

建
国
保
で
費
用
負
担
し
ま

す
。

　

山
口
県
支
部
全
体
で
取

り
組
む
集
団
健
診
に
つ
い

て
は
、
県
下
全
体
で
ｗ
ｅ

ｂ
申
込
方
法
を
追
加
。
特

殊
健
診
や
集
団
健
診
時
に

各
地
域
（
出
張
所
）
で
計

17
回
の
婦
人
科
健
診
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
オ
プ
シ
ョ
ン
検

査
の
拡
充
を
図
る
と
と
も

に
「
肌
年
齢
の
測
定
」
や

体
脂
肪
・
筋
肉
量
・
骨
量

等
の
体
内
を
測
定
す
る

「
体
組
成
計
（
器
）」
を
全

会
場
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

中
建
国
保
山
口
県
支
部

は
、
山
口
県
独
自
の
補
助

制
度
（
山
口
県
建
設
技
能

者
健
康
確
保
推
進
補
助

金
）
を
活
用
し
て
お
り
、

毎
年
補
助
金
の
交
付
を
受

け
て
い
ま
す
、
こ
の
制
度

は
１
月
末
ま
で
の
受
診
実

績
に
応
じ
、
県
か
ら
補
助

が
出
る
も
の
で
す
。
こ
の

制
度
を
活
用
す
る
た
め
に

も
早
め
の
受
診
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

　

健
診
を
受
け
て
も
、
元

請
等
が
費
用
負
担
の
場
合

は
、
中
建
国
保
か
ら
の
補

助
金
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

健
診
結
果
を
持
参
さ
れ
た

場
合
に
は
ク
オ
カ
ー
ド
を

差
し
上
げ
る
取
り
組
み
も

継
続
し
ま
す
。

　

健
診
は
自
分
の
た
め
、

そ
し
て
家
族
の
た
め
で
す
。

「
年
１
回
の
体
の
総
点
検
」

と
い
う
意
味
で
も
是
非
、

受
診
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

北村議員（中）

吉田議員（左）

俵田議員（中）

プラカードアクション16支部から58人が参加

健診を受けよう健診を受けよう
年に一回　体の総点検年に一回　体の総点検

法人設立の前に
組合へご連絡を

　

中
建
国
保
加
入
者
の

方
で
、
個
人
事
業
所
か

ら
新
た
に
法
人
事
業
所

を
設
立
さ
れ
た
際
は
、

今
ま
で
加
入
さ
れ
て
い

た
国
民
年
金
か
ら
厚
生

年
金
に
切
り
替
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

手
続
き
期
間
は
法
人

設
立
日
か
ら
原
則
14
日

以
内
と
な
り
ま
す
。
短

い
期
間
で
す
の
で
、
御

注
意
く
だ
さ
い
。

　

14
日
を
超
え
る
と
中

建
国
保
の
資
格
を
失
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

法
人
設
立
の
予
定
が
あ

る
方
は
事
前
に
各
支
部

へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
法
人
事
業
所
で

従
業
員
を
新
た
に
雇
う

場
合
も
雇
用
日
か
ら
原

則
14
日
以
内
に
手
続
き

を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

ま
た
、
元
請
や
ゼ
ネ

コ
ン
か
ら
の
誤
っ
た
情

報
で
、
半
ば
強
制
的
に

法
人
化
や
協
会
け
ん
ぽ

へ
移
行
さ
れ
た
事
例
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

中
建
国
保
加
入
は
、「
適

切
な
社
会
保
険
に
加
入

し
て
い
る
者
」
と
な
り

ま
す
。
元
請
な
ど
か
ら

強
要
さ
れ
た
場
合
に
は
、

本
部
も
し
く
は
、
お
入

り
の
支
部
に
御
連
絡
く

だ
さ
い
。

地協の結束を強める地協の結束を強める
分散会で意見交換分散会で意見交換

青
年
部

青
年
部

統一行動の清掃活動

組
合
の
信
頼
を
強
固
に

組
合
の
信
頼
を
強
固
に

伝
わ
る
運
動
を
展
開

伝
わ
る
運
動
を
展
開

竹谷組織部長
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家
族
以
上
の
存
在

防
府　

各
務　

健
次

（
電　

工
）

　

愛
犬
の
大
福
が
ひ
き
つ

け
を
起
こ
し
、
病
院
へ
。

服
薬
で
落
ち
着
き
ま
し
た
。

　

家
族
以
上
の
存
在
の
こ

の
子
が
い
る
だ
け
で
、
厳

し
い
暑
さ
も
耐
え
ら
れ
ま

す
。

木
工
教
室
に
参
加

　

宇
部　

土
井
山　

千
恵

（
パ
ー
ト
）

　

今
年
初
め
て
建
設
山
口

の
親
子
木
工
教
室
に
参
加

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
も
楽
し

か
っ
た
よ
う
で
、
よ
か
っ

た
で
す
。
夏
休
み
の
思
い

出
に
な
り
ま
し
た
。

将
来
が
と
て
も
心
配

光　

増
田　

圭
子

（
主
婦
）

　

今
年
の
暑
さ
は
特
別
。

朝
夕
し
か
仕
事
を
し
て
い

ま
せ
ん
。
温
暖
化
が
進
み

将
来
ど
う
な
る
の
か
、
と

て
も
心
配
で
す
。

し
ぶ
し
ぶ
眼
科
へ

宇
部　

藤
井　

博
之

（
板
金
工
）

　

最
近
、
太
陽
が
ま
ぶ
し

く
感
じ
、
家
族
に
病
院
に

行
く
よ
う
に
言
わ
れ
、
し

ぶ
し
ぶ
眼
科
へ
。

　

検
査
の
結
果
ド
ラ
イ
ア

イ
と
の
こ
と
。
今
は
よ
く

な
り
、
や
っ
ぱ
り
早
く

行
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

夏
の
甲
子
園

山
口　

原
田　

琢
嗣

（
型
枠
大
工
）

　

毎
年
、
夏
の
甲
子
園
を

楽
し
み
に
見
て
い
ま
す
。

　

頑
張
っ
て
い
る
高
校
生

を
見
て
い
る
と
、
感
動
し

ま
す
。

支　部 令和８年 8 月末
建設山口組合員数

４月から
の増減数

阿東 57 -3
岩国 1,749 4
宇部 1,565 -14
小野田 468 -12
吉南 1,031 10
下松 1,568 12
熊毛南 199 -4
下関 957 -9
徳山 643 -5
豊浦 210 4
長門 157 -4
萩 168 3
光 225 2
防府 895 -21
美祢 143 2
山口 1,189 0
柳井 416 -7
計 11,640人 -42

▼
国
民
年
金
基
金
は
、

自
営
業
の
方
（
第
１
号

被
保
険
者
）
が
安
心
し

て
老
後
を
過
ご
せ
る
よ

う
に
、
国
民
年
金
に
上

乗
せ
部
分
を
プ
ラ
ス
す

る
厚
生
労
働
大
臣
の
認

可
を
受
け
た
公
的
な
年

金
制
度
で
す
。

▼
５
つ
の
メ
リ
ッ
ト

①�

終
身
年
金
が
基
本

（
65
歳
か
ら
生
涯
受

け
取
る
終
身
年
金
が

基
本
）

②�

年
金
額
が
確
定
、
掛

金
額
も
一
定

③�

税
制
上
の
優
遇
（
掛

金
は
全
額
社
会
保
険

料
控
除
）

④�

万
が
一
の
と
き
は
家

族
に
一
時
金
（
掛
金

が
掛
け
捨
て
に
な
り

ま
せ
ん
）

⑤
自
由
な
プ
ラ
ン
設
計

▼
組
合
で
は
加
入
手
続

き
等
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

全
国
国
民
年
金
基
金

（
全
国
基
金
）
に
紹
介

し
、
全
国
基
金
職
員
が

制
度
紹
介
や
加
入
手
続

き
等
を
行
い
ま
す
。
お

問
い
合
わ
せ
は
、
お
入

り
の
支
部
ま
で
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▼
御
存
知
の

よ
う
に
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の

方
は
厚
生
年

金
等
の
上
乗

せ
部
分
の
年

金
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、

自
営
業
の
方

は
国
民
年
金

（
老
齢
基
礎

年
金
）
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

国民年金基金に加入しましょう

〈
秋
の
拡
大
期
間
）

〈
秋
の
拡
大
期
間
）

積
極
的
な
声
掛
け
を

積
極
的
な
声
掛
け
を

　

建
設
山
口
で
は
、
全
建

総
連
の
組
織
拡
大
月
間
に

合
わ
せ
て
９
月
か
ら
11
月

を
「
秋
の
拡
大
月
間
」
と

し
て
い
ま
す
。

　

８
月
末
現
在
、
建
設
山

口
の
組
合
員
数
は
表
の
と

お
り
１
万
１
６
４
０
人
と

な
り
ま
し
た
。
４
月
か
ら

み
る
と
加
入
者
４
２
１
人
、

脱
退
者
が
４
６
３
人
で
42

人
の
減
少
と
、
厳
し
い
現

状
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

組
織
が
拡
大
す
れ
ば
、

私
た
ち
の
諸
要
求
実
現
に

向
け
た
運
動
に
お
い
て
、

「
数
は
力
」
と
な
り
、
大

き
く
前
進
し
ま
す
。
運
動

が
前
進
す
る
こ
と
は
、
組

合
員
さ
ん
の
生
活
を
守
る

こ
と
に
も
繋
が
っ
て
い
き

ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
さ
ん
、
ま

わ
り
に
未
加
入
者
は
お
ら

れ
ま
せ
ん
か
。
現
場
先
な

ど
で
未
加
入
の
方
が
お
ら

れ
ま
し
た
ら
、
積
極
的
な

声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

組
合
の
メ
リ
ッ
ト
（
中

建
国
保
・
労
災
保
険
・
資

格
取
得
支
援
・
税
金
学
習
・

各
種
共
済
制
度
等
）
を
伝

え
、
一
人
で
も
多
く
の
仲

間
を
組
合
に
迎
え
入
れ
ま

し
ょ
う
。

　

組
合
員
及
び
家
族
の
皆

さ
ん
の
組
織
拡
大
に
向
け

た
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

熊毛南支部青年部長
生田真規さん（大工・38）

青 

の 

時と

 

間き

 

⑾
　

私
は
熊
毛
南
支
部
で

青
年
部
長
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
生
田
で

す
。
二
度
目
の
記
事
担

当
と
な
り
ま
し
た
。

　

職
種
は
大
工
で
、
年

齢
は
今
年
で
39
歳
に
な

り
ま
す
。
職
歴
も
20
年

に
な
り
ま
し
た
。
家
族

構
成
や
仕
事
に
つ
い
て

は
前
回
お
話
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
の
で
省
略
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

前
回
の
記
事
の
時
に

子
ど
も
が
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
を
始
め
た
と
い
う
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
先
月
６
年
生

の
長
男
と
３
年
生
の
次

男
が
所
属
す
る
チ
ー
ム

で
全
国
大
会
（
鹿
児
島

県
）
へ
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

結
果
と
し
て
は
全
国

３
位
で
し
た
が
子
ど
も

た
ち
は
非
常
に
悔
し

か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
日
頃

か
ら
頑
張
っ
て
い
る
姿

を
見
て
い
た
分
、
彼
ら

の
頑
張
り
、
悔
し
さ
に

あ
て
ら
れ
て
夫
婦
と
も

ど
も
涙
し
て
お
り
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
現
地
で
は
、

お
子
さ
ん
が
別
大
会
へ

参
加
さ
れ
て
い
た
方
で

し
た
が
、
福
岡
建
労
へ

加
入
さ
れ
て
い
る
方
と

お
会
い
し
た
り
と
組
合

活
動
の
有
意
義
さ
も
感

じ
ま
し
た
。

 

URL▶ http://y-syokunou.com/

ホームページでも技能検定の
ご案内をしています。お問い

合せ先 山口県職業能力開発協会 ☎083-922-8646
山口市旭通り二丁目９-19
山口建設ビル３階

10月５日（月）～10月16日（金）まで受検申込期間令和８年度（後期）

◎建築大工／型枠施工／◎冷凍空気調和機器施工／◎配管／◎機械・プラント

製図／防水施工／塗装／電子回路接続／金属プレス加工／家具製作／鉄筋施工

／ガラス施工／電気機器組立て／油圧装置調整／コンクリート圧送施工／樹脂

接着剤注入施工／半導体製品製造／かわらぶき／和裁／プラスチック成形／

カーテンウォール施工／自動ドア施工　等

●受検案内（受検申請書）は職業能力開発協会、市町労働担当課、職業安
定所等に用意しています。
●検定実施職種

（平成16年（2004年）１月１日以降に生まれた方が予選大会に出場できます。）
◎印は技能五輪山口県予選大会職種

若者の
受検手数料が
減額されます。

お知らせ ものづくり分野に従事する若者の確保・育成
を目的として、23歳未満（西暦2003年４月２
日以降に生まれた者）の方が、３級の実技試
験を受検する場合に、実技試験手数料の一
部を減額します。
詳細は受検案内書でご確認ください。
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作・斉藤達夫

ワーストサマー
2026

ま
さ
に

「
ワ
ー
ス
ト
サ
マ
ー
」

最
悪
の
夏
じ
ゃ
っ
た

と
こ
ろ
で

大
河
ド
ラ
マ
で

「
清
少
納
言
」を

演
じ
と
っ
た

女
芸
人
の

名
前
が
た
し
か
？

「
フ
ァ
ー
ス
ト
サ
マ
ー

ウ
イ
カ
」の
事
で
し
ょ

女
芸
人
じ
ゃ
な
く

一応
女
優
だ
よ

た
だ
で
さ
え

酷
暑
つ
づ
き
の

こ
の
夏
に

大
地
震
に

記
録
的
豪
雨

各
地
で
あ
い
つ
ぐ

浸
水
、
冠
水

海
外
か
ら
の

信
じ
が
た
い

衝
撃
映
像
ま
で

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

リレーエッセイ 189

萩　品川　和也
（大工・67）

やま
ぐち

10人にクオカード

〈
解
き
方
〉
カ
ギ
を
ヒ
ン

ト
に
□
を
う
め
、
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
の
順
に
並
べ
変
え
て
く

だ
さ
い
。

―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―

①
現
在
・
過
去
・
○
○
○
。

④
火
が
燃
え
だ
す
こ
と
。

⑦
羽
が
大
き
く
、
色
や
模

手
足
を
動
か
し
、
様
々

な
姿
を
見
せ
る
こ
と
。

㉓
走
っ
て
速
さ
を
競
う
遊

び
。

―
タ
テ
の
カ
ギ
―

②
無
理
や
り
連
れ
て
い
く

こ
と
。

③
普
通
と
は
異
な
る
様
子
。

○
○
○
な
光
景
。

⑤
細
長
い
棒
状
で
断
面
が

丸
く
、
中
が
空
に
な
っ

て
い
る
も
の
。

⑥
白
く
や
わ
ら
か
い
金
属

で
、
動
物
の
骨
に
含
ま

れ
て
い
る
元
素
。

⑧
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
さ

ま
。
目
が
○
○
○
。

⑩
光
や
影
が
あ
ら
わ
れ
る

こ
と
。
テ
レ
ビ
の
○
○

○
が
悪
い
。

⑫
人
に
対
す
る
酷
い
行
為

や
態
度
。
扱
い
ぶ
り
。

⑭
花
が
す
っ
か
り
咲
く
こ

と
。
す
べ
て
の
花
が
咲

く
こ
と
。

⑯
小
麦
粉
に
卵
や
牛
乳
な

ど
を
混
ぜ
、
輪
の
よ
う

に
し
て
油
で
あ
げ
た
菓

子
。

⑱
話
し
手
お
よ
び
相
手
以

外
の
話
題
の
男
の
人
を

指
す
言
葉
。

㉑
死
ん
だ
人
の
体
や
骨
を

埋
め
て
あ
る
場
所
。

◆
◆
◆　

◆
◆
◆

　

答
え
を
ハ
ガ
キ
に
書
い

て
12
月
２
日
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
「
や
ま
ぐ

ち
パ
ズ
ル
係
」
に
送
っ
て

く
だ
さ
い
。
10
人
の
方
に

ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ

ま
す
。

　

解
答
の
ハ
ガ
キ
に
は
、

住
所
、
氏
名
、
職
種
、
支

部
名
、
年
齢
の
ほ
か
、
あ

な
た
の
仕
事
や
生
活
の
こ

と
な
ど
短
い
文
章
を
書
き

添
え
て
く
だ
さ
い
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

◇
332
号
解
答
◇

　

コ
ウ
シ
エ
ン

〈
当
選
者
﹀【
宇
部
】
原
野

芳
恵
・
藤
田
拓
治
【
吉
南
】

斉
藤
み
ど
り
・
白
石
大
芽
・

田
中
伸
幸
・
平
田
佳
弘【
長

門
】
澁
谷
克
己
【
防
府
】

阿
部
夕
貴
・
梛
野
資
孝【
柳

井
】
河
田
幸
桃
美

	

（
応
募
総
数
29
）

他
に
な
い
味
わ
い
を
堪
能

D

A

B

1

6

10

13

17

22

2

7

14

20

3

8

15

21

23

4

12

19

5

9

16

63

　

11

18

C

新山口駅構内で営業

　【
阿
東・山
本
克
巳（
表
具・

58
）】
船
方
農
場
カ
フ
ェ
は
、

２
０
１
８
年
か
ら
新
山
口

駅
構
内
で
営
業
し
て
い
ま

す
。

　

山
口
市
阿
東
徳
佐
に
あ

る
船
方
農
場
で
育
て
た
牛

の
ミ
ル
ク
を
使
っ
た
ス

イ
ー
ツ
は
絶
品
で
、
他
に

な
い
味
わ
い
を
堪
能
す
る

こ
と
で
き
ま
す
。

　

坂
本
社
長
は
、「
旅
の
人

も
仕
事
の
人
も
地
元
の
人

も
い
ろ
い
ろ
な
人
が
行
き

か
う
駅
で
、
私
た
ち
は
な

ん
で
も
揃
っ
た
カ
フ
ェ
を

作
り
た
い
わ
け
で
は
な
く

て
、
船
方
農
場
の
ミ
ル
ク

や
乳
製
品
を
自
分
た
ち
な

り
に
ち
ゃ
ん
と
届
け
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か

ら
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
は
少

再
生

　近年災害を目にすると毎
回思うことがある。大きな
地震が来れば色々な物が廃棄
される。水害でも廃棄物が出
る、再生出来ないものは確かに有
る、再生出来る物も確かにあると思
う。
　長い間、自営で大工をしていると
色々な仕事を覚える。今は工場でプレ
カット加工されて現場に搬入され組立
てられる構造材も、昔は使い勝手を考
えながら墨付をして刻み、現場に搬入
され組立てられる。
　各職種に合わせて下地を作成、その
あと内装、外装、屋根、設備、給排水
他、それぞれが仕上げて家は完成す
る。
　そんな工程を知る私からすれば、機

械で掴んでバリバリ崩す解
体を見ると再利用できないも

のかと思う場面を映像で見か
ける。屋根瓦再利用出来ないの

とか、桁、梁、まだ使用できるので
はとか思う。

　昔の建物は解体して別の敷地に建て
直すことが出来た。長ぼそに込栓、
色々な細工を駆使して家は建てられて
いる。それを逆再生すれば解体、組立
が出来ると思うのだが手間暇掛けられ
ないのが実情なのか。
　現在の建物は再利用が難しいのか、ま
た建物の中の家財道具など廃棄したく無
い物もあると思われるが、住む所が出来
るまで雨風防げるストックできる場所も
無いから廃棄なのかと、映像でしか見て
いないが毎回思う事である。

な
い
け
れ
ど
そ
の
分
ち
ゃ

ん
と
し
た
も
の
を
出
し
た

い
。
い
い
も
の
っ
て
ど
う

し
て
も
素
朴
に
な
っ
ち
ゃ

う
ん
で
す
。」
と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

派
手
じ
ゃ
な
い
け
ど
、

ち
ゃ
ん
と
お
い
し
い
。
新

山
口
駅
に
行
っ
た
と
き
に

は
、
立
ち
寄
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

様
が
美
し
い
昆
虫
の
一

種
。

⑨
植
物
の
茎
が
長
く
伸
び

て
、
地
面
を
は
っ
た
り

他
の
物
に
巻
き
付
い
た

り
し
て
い
る
も
の
。

⑪
書
画
の
模
写
や
、
書
類

の
コ
ピ
ー
・
副
本
の
こ

と
。

⑬
結
婚
し
た
男
女
の
う
ち
、

女
の
人
を
指
す
言
葉
。

⑮
仕
事
を
す
る
こ
と
。

⑰
と
な
り
の
家
。

⑲
同
じ
仕
事
や
ス
ポ
ー
ツ

を
す
る
た
め
の
組
や
団

体
。

⑳
枯
れ
た
草
木
の
葉
。

㉒
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
や

品川さん

船方農場 CAFE
住　所：JR 新山口駅構内
T E L：083-976-6977
営業時間 11：00 ～ 17：30

　愛車、愛妻、愛娘、愛犬・・・。人それ
ぞれに「愛○」の○には色々なことが考え
られると思います。組合員の皆さん、「愛○」
の○を入れてください。
　そして、それにまつわるエピソードと写
真を建設山口教宣部まで送付してください。
投稿をお待ちしています。

　あわせて、「お気に入りの場所」の原稿
も募集します。ご自分のお気に入りの場所
で、皆さんにもおすすめの場所についてお
書きください。こちらの記事にも写真を添
えて、建設山口教宣部までお送りください。
掲載者にはクオカードをお送りいたします。
　よろしくお願いします。

 「愛○」「お気に入りの場所」の
原稿募集中

船
方
農
場

ミ
ル
ク
使
用


